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情報教育に関わる教科教育の中で，情報メディアの特性を理解した上で，情報モラル教育の教材開

発を効果的に行うことを目的に，教員養成課程の教職実践演習において，情報社会の特性を意識した

教材開発を行う演習を試みた。実際には，様々な視点からメディアの特性を確認するグループディス

カッションを行い，得られた知見に基づき指導計画の立案を行うワークショップを試みた。 

 

１．はじめに 

高度情報社会の中で生活する児童・生徒にとっ

て，刻々と変化するメディアへの接し方を適切に

学ぶことは欠かすことができない要素である。ま

た，学校教育の中で様々なメディアを活用した学

習指導が浸透しつつある中で，指導者はメディア

の特性を十分に理解して教材研究や指導法の検討

を行うことが求められている。 

そこで，本研究では先行研究(1)に基づき，情報

メディアの特性を指導者自ら分析しつつ学習指導

に活用する教育実践研究を試みた。 

 

２．情報メディアの特性 

本研究では，情報社会に参画する態度を育成す

るための学習を指導する際に，取り上げられてい

るいくつかの情報メディアの特性について，6 つ

の観点に分類した。その概要を表１に示す。 

 

表 1 情報メディアの特性 

匿名性 情報の受発信者が特定されにくい

性質 

個別性 情報の価値は個々によって差異が

ある性質 

劇場性 情報の受発信にともない注目され

やすい性質 

不完全性 情報の信ぴょう性や信頼性に差異

がある性質 

散漫性 情報の価値や意味が移ろいやすい

性質 

依存性 情報の受発信に伴う行動に依存し

やすい性質 

 

 

３．教育実践 

本研究における教育実践では，教職課程の学生

の情報社会の捉え方（子どもに指導する際の着眼

点）について解説した上で，表１に示すメディア

の特性について確認するワークショップを行い，

それに基づいた学習指導案を作成する取り組みを

行った。 

実際の学習は，教職課程での出口科目と位置づ

けられる教職実践演習において行った。受講生は

中学校技術・家庭科（技術分野）もしくは高等学

校情報科の教員免許取得希望者である。 

教育実践の結果，受講生の多くは自らの経験を

踏まえつつ，情報メディアの特性を情報社会の中

で起こっている出来事に当てはめて，中高生に学

習指導する指導案の提案および学習教材の検討を

行うことができた。中には，中高生の世代に近い

感覚で事例を取り上げ，ケーススタディを提案す

る受講生も見られた。 

今後の課題として，情報メディアの特性をより

科学的な視点で説明できる資料を用意し，メディ

アリテラシーの観点から教育実践を試みる必要性

があると考えられる。 
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